
新幹線でがんばる町 隔⽉刊 Vol.1
平成25年1⽉≡⽊古内EXPRESS≡

平成24年7⽉から活動を開始した⽊古内町
の地域おこし協⼒隊『はやぶさ０３』が、平
成27年度末の新幹線⽊古内駅開業に向けての
様々な取り組み状況などを町内外の皆様にお
知らせします。

新幹線⽊古内駅開業に向けた魅⼒ある観光地づくりを進めていくため、この度、「⽊古内観光アクション
プラン」及び道南⻄部９町による「広域観光アクションプラン」を策定しました。

開業までの時間がせまる中、今後、地域が⼀体となって、全国から観光客を呼び込めるような地域づくり
を戦略的に展開して参ります。

２つの「観光アクションプラン」を策定しました！
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広域観光アクションプラン⽊古内観光アクションプラン

※アクションプランの詳細は、⽊古内町公式ホームページ（http://www.town.kikonai.hokkaido.jp）をご覧いただくか、
⽊古内町役場まちづくり新幹線課新幹線振興室までご照会ください。

北海道新幹線の正式な開業⽇は未定ですが、
⽊古内駅新幹線観光駅⻑「キーコ」が開業機運
を盛り上げるため、平成27年度末⽇を開業⽇と
仮定して「勝⼿に」カウントダウンを開始しま
した。ボードは役場１階の「キーコ駅⻑室」に
常設しておりますので、是非ご覧ください。

↑ 除幕式に駆けつけてくれた保育園児との記念写真 (H24.12.17)

エ ク ス プ レ ス

■各プランの意⾒交換等を実施
アクションプランの策定に伴い、町内関係団体

との意⾒交換会及び、道南⻄部９町による「新幹
線⽊古内駅活用推進協議会」を開催しました。参
加者の皆様からは、より実効性のある取り組みを
早期に展開することや、若い⼈の⼒を積極的に取
り⼊れていくべきなどといった意⾒が出されまし
た。 ↑各観光アクションプランに関する意⾒交換の様⼦

(Ｈ24.11.29/11.30)

ー魅⼒ある新幹線観光の推進に向けてー

き こ な い

・戦略的な域外プロモーション推進
・個⼈、団体観光の推進
・歴史観光の魅⼒向上 など

事業
内容

道南⻄部９町が全国各地から観光客を
呼び込めるように、魅⼒的な広域観光
地づくりを⾏う。

目的

・おもてなしの⼼づくり
・まち歩きの展開
・魅⼒的なおみやげ品の開発 など

事業
内容

⽊古内町⺠が新幹線開業という感動を
分かち合い、観光客に感動を与える魅
⼒的な観光地づくりを⾏う。

目的

開業に向け「勝⼿に」カウントダウン開始！
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グルメパーク inさいたまで
道南⻄部９町の魅⼒をアピール！

参加者急増！新たな⽊古内観光の旗⼿「体験観光」を担う⼈

私達が『はやぶさ０３』です！
私達は、北海道新幹線⽊古内

駅開業を機とした地域活性化の
ため都市部から⽊古内町に移住
した『地域おこし協⼒隊』です。
観光客に対し、⽊古内駅を拠点
とした道南⻄部９町をご案内す
る『観光コンシェルジュ』を目
指して活動しています。

当初３⼈でスタートしました
が、今は２⼈で元気に活動中で
す。席は⽊古内町役場にありま
すが、魅⼒ある観光資源を求め
て９町を⾶び歩いていますので、
よろしくお願いします。

昨年11⽉17⽇から18⽇
にかけて⾏われた「みなみ
北海道グルメパーク inさ
いたま・大宮」にキーコ駅
⻑とはやぶさ０３が参加し、
特産品の販売やステージイ
ベントを⾏いました。

◆体験観光でのやりがいは。
児童・⽣徒たちの「笑顔」と、体験後の成⻑

が⾒られることです。
◆体験観光メニューでのオススメは。

何と⾔っても受け⼊れ数の多い地引き網体験。
獲れる魚の量と種類が多いのが好評です。
◆読者へ⼀⾔コメントを。

体験観光のメニューは、地引き網や乳⽜の搾
乳体験、お寺宿泊など「海・⼭・歴史・⽂化」
の各分野から幅広く約３０種も揃っています。
今年は隣町の知内町で砂⾦掘り体験も⾏なわれ、
地域間交流にもつながっています。

⽊古内まちづくり
体験観光推進協議会
会⻑ 東出 ⽂雄 ⽒

■⽊古内まちづくり

⽊古内町観光協会が中⼼と
なり、⼀次産業者・商⼯業
者・町⺠有志が町外各地の修
学旅⾏⽣をターゲットとし、
体験観光を受け⼊れしている。

３年前までは、来町者が年
間約500⼈だったのが、今年
度は約1,700⼈を受け⼊れ、
⽊古内町の新たな観光産業と
して定着している。

※体験メニューの詳細は、⽊古内町観光協会ホームページ

物販店では、はこだて和⽜コロッケやあわびが
終了時刻前に完売。ステージイベントでは大勢の
観客の前で、当町はもちろんのこと、道南⻄部９
町の観光地や特産品もＰＲ。これからも様々な場
所へ出向き、ＰＲをして⾏きたいと思います。

浅⾒ 尚資(あさみっち)

津⼭ 睦(むっちゃん)

スリー

ー 特集新幹線でがんばる⼈たちー

新幹線開業により、沿線からの集客を目指し
ていきますが、規模拡大や事業化、収益化だけ
でなく、「⼈」と「⼈」との”絆”を大事にして、
⽊古内町を第⼆の故郷と思っていただくような
受け⼊れを⼼がけていきたいと思っています。

エ ク ス プ レ スき こ な い

↑ パン作り体験

↑ 地引き網体験 ↑ ホタテ養殖放流体験

体験観光推進協議会

（http://kikonai-kankou.net/）をご覧ください。


